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【削減状況の自己評価】
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達成率等

指標の状況

ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入） 千㎡

関連数値(令和 4対象事業の名称

基準年度

（該当事業者のみ記入）

4 ）年度

千㎡

17.536 16.208

ベンチマーク指標 年度)

ｔCO2

年度)

令和 2 箇年度）

工場生産床面積（千㎡）
　　【令和元年度：248.348㎡】

未達達成5.0

① 岡山工場

目標削減率

202

6

）年度削減実績

計画期間：

② 岡山支社

5

目標年度(

本票作成

分類
コード

事業の
概　要

部署名：

番号

③CO2換算3,000t以上

32

（●工場等の数 3 所 ●車両台数（②該当の場合）

岡山県赤磐市多賀2056

台）

4 6

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

4

（令和

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

③ 岡山支社倉敷営業所 倉敷市西中新田41番地１

大和ハウス工業株式会社
530-8241

業種名：その他の製造業

住宅部材の製造、及び住宅の建築、販売

ｔCO2

岡山支社 岡山市北区野田4丁目6番10号

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

3,433

②

ｔCO2

)年度排出量

4,237

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

岡山工場

大阪市北区梅田三丁目3番5号

岡山工場

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

排出量は目標を達成しているが、コロナ禍に伴い生産量が減少したことにより原単位が悪化している。
また、熱中症対策としてファンの増加も影響しています。
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2,601

温室効果ガス

目標年度

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容
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令和

目標達成

③ 岡山支社倉敷営業所

）年度排出量4

17.061
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原単位当たり排出量
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】

大和ハウス工業㈱単体ではRE100電力へ切替を100%実施
大和ハウスグループ全体では、RE100電力へ切替を2023年完了目標で進めています。

　 無

　 無
県内で
の取組

１．「２０５０年ＧＨＧ（温室効果ガス）排出量ネットゼロ」に
　　　向けた省エネおよび再エネ導入の徹底
２．ＺＥＨ・ＺＥＢの販売拡大、環境貢献型事業の拡大
３．「ｅｃｏ検定」の受験および合格促進

岡山支社

岡山支社倉敷営業所

岡山工場

（令和４年度実施分）
　局所排気装置ファン人感センサー設置による消費電力削減

　コンプレッサー集約化による消費電力削減

　ボイラ待機燃焼ゼロ化によるＬＰＧ使用量削減

（今後実施予定分）
　照明機器のＬＥＤ化による消費電力の削減

　鉄骨焼付乾燥炉の入口に遮熱シートを設置し熱の放出量を減らし
　LPG使用量を削減

　継続的に自社、他工場の改善事例を参考に水平展開の実施

　 無

その他

その他

県内で
の取組

工場等の名称

当社グループでは、2016年度に環境長期ビジョン“Challenge ZERO 2055”を策定。グループ経営ビジョ
ンである「人・街・暮らしの価値共創グループ」としてサステナブル（持続可能な）社会の実現を目指
し、4つの環境重点テーマ（気候変動の緩和と適応、自然環境との調和、資源保護・水資源保護、化学物
質による汚染の防止）に関して3つの段階（調達、自社活動、商品・サービス）を通じ、環境負荷ゼロに
挑戦します。なかでも、特に重要な7つの目標を「チャレンジ・ゼロ」として設定し、2030年のマイルス
トーンを明確にして取り組みを加速させます。

有　

実施した措置及び今後の取組の内容


